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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜実習関係＞

・PSW実習：7/13～7/28と8/5～8/20　それぞれ一名ずつ実習あり。

＜勤務変更について＞

・6/19：菅原AOM　遅C→日勤

　　　　犹守　　　日勤→遅C

＜病棟カンファ参加について＞
今後、デイケア利用率向上を目的に情報収集の為に病棟カンファに参加する。

・6/18北病棟（久保・藤田）・6/25　東病棟（蕨野・犹守）
13:00から。
＜防災委員会より＞
　6/11（木）よりコンテナ内の温度のチェックをしていく。モーニングミーティング時に庶務より鍵を借りる。
　8/21（金）青陽館避難訓練予定。

＜プログラム見直し、検討＞
・陶芸：毎週火曜日13時～予定
・運動：（体育館使用）月曜日　13時～予定　＊参加者5名以上
・小グループで調理など行う
・デイナイトケアでもデイケアのお楽しみ会のように月一回おやつを作る等してはどうか。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒・まずは内科かかりつけ医に相談し指示に従う。内科かかりつけ医がない場合は青南病院に相談し、指示に従う。4日以上解熱しない場合は八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜書類等の作成・及び点検について＞

『疾患別診療計画書・ラズミー・転倒評価の作成について』

・２人一組で担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成度、電子カルテへの登録が済んでいるか今後確認し期日に間に合わない場合はお互いで協力し期日を守って行う。ラズミー等の評価も同様
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
・疾患別診療計画書のチェックが済みましたので、不備のある利用者様分は早急に書類の整備をするように。通所リハのフォルダーにあります。

・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌：デイケア：久保・鳥谷部　
　　　　　　　　　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も
　　　　　　　　　デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　4月～6月電カル：各担当：2人ペアで確認　
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載有無
・通所の各種マニュアルの更新
＊日誌の出欠漏れなどがあり、毎日のチェックは勿論の事、毎月の確認もこのペアで行っていく。
＜利用者様情報＞

デイケア
・高山　英佐様　～当院への定期的な通院・服薬、デイケアの利用を継続していたが、自己判断で就労を開始し解雇になることを繰り返していた。徐々に焦燥感、不安感が増強し、デイケアを定期的に利用し病状安定を図るように助言していたが、聞き入れが難しい状態であった。本人が入院加療を希望し、2019.3月当院入院となる。服薬調整を実施し、不安感の訴えは聞かれず、家族の受け入れや退院後利用するサービスが整ったことから、2020.6.10自宅へ退院となる。退院に伴い、本日よりデイケア開始となるが、今朝本人から電話連絡があり、頭痛を訴えているためデイケア欠席となる。

デイナイトケア


・稲垣　ふき様　～青風荘より情報提供あり。6/12（金）帰荘後、右下奥歯の痛みを訴えていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、朝のミーティング時に体調について尋ねると、歯の痛みについて発言している。その後、膝の痛みを訴え、経皮鎮痛剤を塗っており、運動療法は見学している。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。6/12（金）帰荘後、本人希望で排便-3日目でピコスルファートナトリウム15滴服用している。6/13（土）日中、排便あったとのこと。昼食後薬服用時、津嶋イチ子様の薬を誤投薬したため主治医に報告し、本人の昼食後薬は服用せず、経過観察の指示を受けており、特変なく経過している。6/14（日）昼食を全体の2/3残食しており、理由を尋ねると、暑くて食べられないと話していたとのこと。
・板橋　利美様　～青風荘より情報提供あり。6/14（日）日中、関節痛の訴えあり、バイタル測定し、血圧141/99㎜Hg、脈拍68回/分、体温36.2℃、入浴はシャワー浴を勧めるも、希望せず衣類交換のみ実施。右膝と肩に湿布を貼っている。本日のデイナイトケアでは、運動療法にはトイレに入っていて参加せず、運動療法終了後にトイレから出てきている。
・木村　義重様　～青風荘より情報提供あり。6/13（土）弟様同行にて皮膚科受診し、足の胼胝と、ふくらはぎと前腕の湿疹を診てもらっている。湿疹にはリドメックスコーワ軟膏3回/日が処方となり、足の胼胝は削ってガーゼ保護している。6/14（日）20時足の胼胝のガーゼが取れたため、貼り直したとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所後、本人より足の胼胝を削ったため、運動療法は見学したいとの申し出あり、椅子に座って上肢のみ動かしている。
・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供あり。6/12（金）帰荘後、背部痛を訴えており、6/13（土）には、入浴はシャワー浴にして対応している。6/14（日）夕食は全体の1/2残食しており、20時の嗜好品の時間前にホールで横になっており、起きるように声を掛けるがなかなか起きられず、スタッフ介入している。背部痛継続しているため、高橋医院受診し、触診に痛みは無いと答えており、レントゲン撮影では骨折等の所見は無く打撲であろうとのことで、ツムラ治打撲一方2.5g毎食前1包7日分、ケトプロフェンテ―プ20㎎21枚処方となり、痛みが改善しなければ受診するようにと説明あり。
ショートケア
・特記無し
＜青明舎登録者情報＞
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＜グループホーム入居者情報＞
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